
















































年 4 月以降、筆者らはティモ・ハリカリ教授（ラップランド大学）が発起人となり、約 20 カ国の
SW 研究者らと 2 週間に 1 回のオンライン・ディスカッションを継続した。ここでは、パンデミック
におけるソーシャルワークの対応について各国の情報を収集・共有し、グローカルな視点からソー














































































IFSW（国際ソーシャルワーカー連盟）は、2020 年 7 月 2 日に、『パンデミックにおけるソーシャ
ルワーカーの困難と倫理的ディレンマ』の緊急報告書において、54 ヵ国から 607 件の回答から倫理

































































































自身の所属する清智会記念病院は、JR 八王子駅から徒歩 6 分に位置する地域に根差した二次救急
医療機関であり、「初診時の不安を取り除き、信頼される医療を実践します」という病院理念を掲げ
ている。病床数は 177 床で、それぞれ一般病床 131 床、ハイケアユニット 4 床、回復期リハビリテー
ション病棟 30 床、地域包括ケア病床 12 床となっている。また救急車の搬送台数は年間 3,635 台（2019




当院のある八王子市は、面積 186.38 平方キロメートル、人口 561,622 人（住民基本台帳より。2020
年 3 月末日現在）であり、学園都市とも言われているように東京都立大学をはじめとして 21 もの大
学がある。また 2015 年に東京都初の中核市になっており、2017 年には市制施行 100 周年を迎えてい
る。市内の新型コロナウイルスの感染状況は、八王子市の公式ホームページ（2020 年 11 月 8 日閲覧）
によると、2020 年 3 月 2 日に初の感染者が出て以降、毎月感染者が確認されており、特に 7 月に
100 人を超える感染者が確認されて以降大幅に増加している。また年代別では 20 歳代の感染者数が
100 人を超えており、その多さが目立っている。当院においては外来の延患者数は 4 月以降、病床稼




























































































































来の豊かな “ つながり ” のための全国アクション」、全国の社協職員が情報・知見の共有を行う
Facebook グループなどを紹介した。
報告を終えて
今回のセミナーは、医療支援、災害支援、地域支援と様々な視点からパンデミック対応の実際、
それらを取り巻く苦悩について共有する貴重な場となり、筆者にとってはこれまで駆け抜けた実践
を振り返る機会ともなった。先生方や同窓生のつながりの懐の深さを実感した時間でもあり、この
ような場で報告させていただいたことに深く感謝申し上げます。
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